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全
国
的
に
も
珍
し
い
ピ

1
チ

パ
レ
l
の
常
設
コ
l
ト
。
ピ
ー

チ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
し
た
り
、

海
浜
浴
を
楽
し
ん
だ
り
出
来
る

ボ
l
ド
ウ
ォ

l
ク
。
そ
し
て
、

通
年
型
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
「
ピ
l
チ
セ
ン
タ
ー
」
。

ピ
ー
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
の
舞
台

と
な
る
ピ
l
チ
パ

l
ク
に
は
、

季
節
を
通
し
て
計
者
た
ち
の
戸

が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

-編集

砂
浜
で
の
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
で
の
海
浜
浴
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
今
年
も
平
塚
海
岸
の
ビ
ー
チ
パ
ー
つ
で
ビ
ー
チ
カ

ー
ニ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
す
。
期
間
は
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
四
十
三
日
間
、
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
(
土

・
日
曜
日
は

六
時
)
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

聞く

広 報
.2面 ..6月定例市議会の結果

.3面…ローズカップを開催

・4""5面・特集・市の「家計簿j

を公表
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ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
を
備
え

た
ピ
l
チ
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年

七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

一
階
に
は
、
波
や
風
な
ど
の

附
械
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
プ

ラ
ザ
、
経
食
を
版
先
す
色
町
ん
版
、

ス
ポ
ー
ツ
用
口
封
の
貸
し
出
し
ゃ

コ
1
ト
の
予
約
を
受
け
付
け
る

事
務
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

二
階
に
は
ラ
イ

フ
セ
1
パ
I
の
詰
め
所
な
ど
が

あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安

心
し
て
ピ

1
チ
ス
ポ
ー
ツ
ゃ
な

ぎ
さ
で
の
遊
び
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
砿
イ
ベ
ン
ト
は

ピ
ー
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
期

間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、

A'印
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
応
募
は
屯
訴
で

直
接
ピ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
へ
。

。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典

-
7
月
初
日
午
前
9
時

1

・
式
典
終
了
後
ピ
l
チ
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
参

加
者
に
は

「か
き
氷
」
の
無
料

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈

Yヒ
l
チ
コ
ン
サ
ー
ト

・
7
月
初
日
1
8月
白
日
の
毎

週
上
・
日
曜
日
、
午
後
4
時
1

-
全
同
4
地
夜
一
代
表
チ
1
ム
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

-
ビ
l
チ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

-
8月
日
日

・
非
集

(
1
チ
l
ム
叩
人
)

一
般

M
チ
l
ム

。
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
全
国
大
会

.
9
月

1
日

・
全
同
8
地
区
優
勝
チ
l
ム
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

6
比
吋

・
ビ
l
チ
バ
レ
l
・
ビ
l
チ
ク

ラ
ブ
カ
ッ
プ

-
7
月
初
日
、
幻

n

-
非
娘

(1
チ
l
ム
2
人
)

①

一
般
男
チ
お
よ
び
混
合
百

二
十
八
チ
l
ム、

②

一
般
女
子

百
二
十
八
チ
l
ム

ピ

1
チ
パ

l
ク
へ
は
、
平
塚

.
ビ
l
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
エ
ス
テ

駅
か
ら

「な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
l

ィ

パ

ル

ド

」
を
南
に
向
か
っ
て
徒
歩
約

・
7
月

幻

目

、

お

臼

十

五

分

。
ま
た
、
駅
南
口
か
ら

・
募
集

(1
チ
1
ム
5
人

・
登

は

ビ

1
チ
パ

1
ク
の
北
隣
り
の

録
は
叩
人
ま
で

)
φ
小
学
生
湘
南
海
岸
公
園
行
き
の
臨
時
パ

制
限
な
し
、

②
一

般

(中
学
生

ス

が

午

前

九

時
二
十
分
か
ら
午

以
上
・
女
子
可
)

お
チ
1
ム

後

五

時

二
十
分
ま
で
、
お
よ
そ

。
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
関
東

三
十
分
お
き
に
遂
行
し
て
い
ま

大
会

す
。

・
8
月
1
H
1
4
H
の
4
H間
会
場
周
辺
は
交
通
渋
滞
が
予

・
凶
京
地
区
二
行
六
十
チ
l
ム
怨
さ
れ
ま
す
の
で
、
臨
時
パ
ス

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
か
徒
渉
・
自
転
車
で
お
越
し
く

O
ビ
l
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国

だ
さ
い
。

大
会

マ
担
当

水
政
課

(内
線
6
3

・
8
刀
4

n

3

) 臨
時
ハ
ス
の
利
用
を

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
整
備
を

川
町
で
は
、
浸
食
傾
向
に
あ
る

平
塚
海
岸
の
砂
浜
を
守
る
と
と

も
に
、
だ
れ
も
が
親
し
め
る
海

岸
に
す
る
た
め
、
砂
の
流
出
を

防
ぐ
事
業
や
浜
に
砂
を
入
れ
る

事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

沖
合
に
T
字
形
の
堤
防
を
築

き
海
岸
に
砂
を
集
め
る
こ
の
計

画
は
、
堤
防
の
形
が
シ
ユ
モ
ク

ザ
メ
の
到
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら

「
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
」
計
画
と

名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
け

れ
ば
こ
の
秋
に
も
着
工
さ
れ
る

予
定
の
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
ド
は
、
海

岸
と
平
行
す
る
堤
防
が
長
さ
三

百
口
、
中
央
部
か
ら
陸
に
向
か

う
縦
の
堤
防
の
長
さ
が
八
十
れ

で
、
完
成
す
れ
ば
日
本
故
大
と

な
り
ま
す
。
b
t
体
事
業
費
は
約

三
十
三
億
円
、

工
期
は
平
成
十

三
警
手
で
の
予
定
で
す
。

な
お
、
お
年
容
り
ゃ
ん身
体
の

不
H
-mな
万
で
も
水
際
近
く
ま

で
行
け
る
よ
う
な
工
夫
や
、
自

然
環
境
や
周
辺
景
観
に
対
す
る

配
廠
も
な
さ
れ
ま
す
。

全国夫会出今
か
ら
約
二
卜
年
前
、
予
塚

に
リ
ト
ル
リ
l
グ
が
結
成
さ
れ

て
以
来
、
平
塚
リ
ト
ル
は
家
族

ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

少
年
た
ち
が
大
空
の
下
、
全

力
で
投
げ
・
打
ち
・
走
る
、
そ

ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
現
代
の

子
供
た
ち
の
ひ
ず
み
な
ど
に
陥

る
暇
も
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
平
塚
リ
ト
ル
リ
1
グ
の

み
な
さ
ん
が
、
今
年
県
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
念
願
の
全
日
本
選

手
権
大
会
出
場
と
な

2
品
し
ち

現
住
、
郎
日
は
二
十
ニ
名
で
ヒ

級
生
は
既
に
六
、
七
年
の
キ
ャ

リ
ア
だ
そ
う
で
す
。
蒸
し
暑
い

日
が
続
く
六
月
最
後
の
日
曜
日
、

只
互
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
忠
わ
せ
る

黄
色
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
包

み
元
気
に
動
き
回
る
糾
習
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q
.
野
球
を
始
め
た
動
機
は
?

キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
円
君
は

「野
球
か
サ
ッ
カ
ー
の
ど
ち
ら
に

入
ろ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
時
、

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

親
と
野
球
の
試
合
を
見
に
行
っ

て
好
き
に
な
っ
た
」

内
山
君
は

「親
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
よ
く
や
っ
た
か
ら
」

和
田
君
は

「友
達
に
誘
わ
れ

た
」
と
人
そ
れ
ぞ
れ
。

Q
.監
督
さ
ん
て
ど
ん
な
人
?

下
西
君
は

「年
の
わ
り
に
パ

ツ
テ
イ
ン
グ
が
す
ご
く
強
い
」

上
野
沼

「
い
ろ
い
ろ
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
る
。

怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど

大
事
な
こ
と
だ
か
ら
納
得
で
き

る
し
、
い
つ
も
反
省
し
ま
す
」

と
評
判
は
上
々
の
様
子
。

Q
.
全
国
大
会
の
抱
負
は
?

和
田
君

「今
ま
で
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
無
駄
に
せ
ず
決
勝

に
残
り
た
い
」
と
力
強
い
古
楽

で
し
た
。

最
後
に
加
藤
監
督
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

「子
供
た
ち
に
は
、
け
が
の

な
い
よ
う
に
気
配
り
を
し
て
い

ま
す
。
大
会
で
は
今
ま
で
身
に

つ
け
た
パ
ッ
テ
イ
ン
グ
、
走
り

守
り
、
皆

一
丸
と
な
っ
て
力
を

出
し
て
ほ
し
い
。
同
指
す
は
優

勝
で
す
」
の
一
口
で
し
た
。

練
習
に
励
む
選
手
た
ち
に
心

よ
り
声
援
を
送
り
ま
す
。

※
七
日
月
六
日
、
七
日
に
行
わ
れ

た
会
同
大
会
で
平
塚
リ
ト
ル
は

見
事
準
優
勝
に
蝉
き
ま
し
た
。

• 
市役所での地区優勝報告
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交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

夏
を
楽
し
く
安
全
に

七
月
二
十

一
日
(
日
)
か
ら
三

十
日
(火
)ま
で
の
十
日
間

「交

通
ル
l
ル
を
守
っ
て
一
誌
を
楽
し

く
安
全
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

互
の
交
通
事
故
防
止
巡
動
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
夏
に
な
る
と
レ
ジ
ャ
ー

型
交
通
や
解
放
感
に
よ
る
無
謀

逮
転
な
ど
が
増
え
、
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。
特
に
子
供
の

事
故
は
互
に
発
生
し
や
す
く
、

原
因
別
で
は
路
上
で
の
遊
び
、

自
転
車
で
の

一
時
不
停
止
、
飛

び
出
し
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

お
出
か
け
の
際
は
、
特
に
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
子
供
の
交
通
事
故
防
止

・
子
供
を
見
か
け
た
ら
徐
行
や

一
時
停
止
を
す
る
な
ど

「思
い

の
整
備

三

か
年
継
続
事
業
)

.
工
車
請
負
契
約
の
締
結

公
共
下
水
道
の
南
金
目
組
幹

線
・
北
金
目
長
持
幹
線
築
造
工

事
の
郡
白
契
約
締
結
に
つ
い
て

誠
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

-
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

・
宍
合
敏
雄
氏

(宝
町
8
番
ロ

口す
)

災
害
時
に
使
え
る

井
戸
の
登
録
を

阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、

井
戸
水
が
生
活
用
水
や
飲
料
水

と
し
て
効
果
的
に
利
用
さ
れ
ま

ン
セ
ラ
l
」
の

活

用

や

効

果

等

し

た

。

に
関
す
る
翻
査
研
究

経

費

市

で

は

、

こ

の

教

訓

を

踏

ま

マ
市
開
発
公
社
が
行
う
紅
谷
町

え
、
現
在
井
戸
水
が
ど
の
よ
う

立
体
駐
車
場
の
耐
震
補
強
等

工

に

使

わ

れ

て

い

る

か

を

調

査

す

事
、
並
び
に
市
土
地
開
発

公

社

る

と

と
も
に
、

災
筈
時
に
井
戸

が
行
う
相
模
川
改
修
工
事
に
係
勤
労
会
館
は
全
館
消
毒
の
た
水
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

る
築
堤
用
地
買
収
の
債
務
負
担
め
八
月
十
六
日
(
金
)、
十
七
日
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正
予

(土
)
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

算

マ
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館
防
災
課

(内
線
3
5
7
)
ま
で

「仮
称
港
地
区
集
会
施
設
」

宮
(詑
)
3
3
5
5

ご
迎
絡
く
だ
さ
い
。

公
募
制
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

マ
市
民
と
協
働
し
た
行
政
運
営

と
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
の
立

場
で
見
直
す

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
を

一

元
化
し
、
支
援
体
制
を
整
備

・
い
じ
め
な
ど
教
育
問
題
を
み

ん
な
で
考
え
協
議
す
る

・
行
政
手
統
制
度
を
整
備
し
、

許
可
や
認
可
等
の
申
前
処
理
や

行
政
指
導
等
を
分
か
り
ゃ
す
く

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
も
の
に
す
る

。
担
当

企
画
訓
粧
諜

(内
線

1
5
8)
 

地盤沈下の改修工事 が行わ
れる平 塚競技場トラ ック

勤
労
会
館
が
休
館

第
2
次
行
革
実
施
計
画
決
ま
る

⑫
島
内
d
A
U

待
自
明
フ
ヲ
シ

十
の
推
進
内
容
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。

な
お
、

こ
の
計
画
は
市
政
の

展
開
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

な
ど
、
状
況
の
推
移
に
よ
っ
て

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
推

進
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

主
な
内
容
は

マ
行
政
の
簡
繁

・
効
率
化

-
my務
事
業
の
整
理
合
理
化

・
補
助
金
の
客
観
的
支
出
稗
単

を
設
置
し
、
整
理
合
理
化
す
る

・
遊
休
市
有
地
の
有
効
活
用

-
O
A化
推
進
計
画
の
策
定

・
新
規
事
業
や
業
務
の
増
大
に

対
し
て
も
職
只
の
増
員
を
抑

え
、
現
行
定
只
内
で
対
応
す
る

マ
組
織
・
機
構
の
見
直
し
お
よ

び
職
員
の
能
力
開
発
と
意
識
改

革・
ス
ク
ラ
ッ
プ
&
ピ
ル
ド
の
考

え
方
で
組
織

・
機
構
を
見
直
す

・
地
震
防
災
体
制
を
見
直
す

・
事
骨
髄
会
晴
子
の
委
口
選
出
に
あ

た
っ
て
女
性
の
参
加
や
委
只
の

再
任
等
に
つ
い
て
装
警
乞
設
け
、

青
少
年
環
境
の

実
態
調
査
を

市
で
は
、
毎
年
七
月
に
青
少

年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
官
少
年
環
境
浄
化

貝
や
自
治
会
な
ど
の
背
少
年
関

係
同
体
の
協
力
に
よ
り
、
市
内

の
テ
レ
ク
ラ
や
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ

ジ
オ
、
図
杵
や
ビ
デ
オ
の
自
動

販
売
機
な
ど
の
実
態
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。

調
査
只
が
お
伺
い
し
ま
し
た

臨時看護婦の募集
。 勤務 場 所 市民荊院

。 勤務日時 刀~金剛日の 5日

11.8 -午 前8時 30分 ~午後4時

。募集人数 若干 名

。賃金 11寺給1.150円 cn:・与あり)
O資格 昭和 31年 4月2日以降 に

生まれた看護婦免併 の取得者

。応 募方法 市販の履歴ゃに必

要事演を記入して、新議姉免

許証の写 しと一緒に市民病院

庶務課(〒254南原1-19-1・

ft32-0015内線3197)へ7月

31日までに提出する (郵送可)

青
少
年
海
外
派

遣
団
員
決
ま
る

背
少
年
海
外
派
遣
団
の
団
員

二
十
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
行
は
七
月
二
十
九
日
か
ら

八
月
八
日
ま
で
の
十

一
臼
問
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
同
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス

市
を
訪
問
し
ま
す
。
現
地
で
は

ホ
l
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て

交
流
を
深
め
、
そ
の
結
果
を
市

内
で
の
青
少
年
活
動
に
役
立
て

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ら
、
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

昨年の調査結果 (抜粋)

200庖

581台

367台

26台

6庖

35底

六
月
三
日
開
会
さ
れ
た
市
税
マ
納
税
貯
蓄
組
合
お
よ
び
連
合

会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
会
の
解
散
に
伴
う
補
助
金
の
減

四
日
審
議
を
終
え
、
閉
会
さ
れ

額
な
ど

ま
し
た
。

マ
高
齢
者
の
パ
ス
利
用
に
対
す

今
議
会
で
は
、

一
般

会

計

補

る

助
成
措
世
と
し
て
発
足
す
る

正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締

「高
齢
者
ふ
れ
あ
い
パ
ス
カ
l

第
二
次
平
塚
市
行
政
改
革
大

結
な
ど
八
議
案
が
提
案
さ
れ
、

ド
」
の
購
入
費
の
助
成
経
費
綱
の
実
施
計
画

(ひ
ら
つ
か
行

審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
マ
商
業
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
草
川
プ
ラ
ン
)
が
ま
と
ま
り
ま

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

り
を
進
め
る
た
め
の
商
業
活
性

し
た
。

-

一

般

会

計

補

正

予

算

化

ビ

ジ

ョ

ン

策

定

経

費

こ

れ

は

、

昨
年
十
二
月
に
策

今
回
の
補
正
額
は
七
億
八
千
マ
総
合
公
園
平
塚
競
技
場
の
ト
定
し
た
第
二
次
行
政
改
革
大
綱

二
百
九
十
九
万
四
千
円
で
、

一

ラ

ッ

ク

等

の

改

修

経

費

に

基

づ

い

て

策

定
作
業
を
進
め

般
会
計
の
予
算
規
模
は
七
百
三

マ
消
防
第
口
分
団

(土
屋
地
区
P

て
き
た
も
の
で
す
。
計
画
で
は
、

十
一
億
一
千
三
百
九
十
九
万
四

の
庁
舎
新
改
築
事
業
資
こ
れ
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
に

千
円
と
な

2志
し
た
。
主
な
内
マ
い
じ
め
や
後
校
拒
否
等
の
対
計
画
的
に
推
進
す
べ
き
耶
項
を

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
に
あ
た
る

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
整
理
し
、

三
つ
の
柱
、
総
計
百

・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・γ

や
り
の
あ
る
運
転
」
を
す
る

・
子
供
が
外
出
す
る
と
き
に
は

「
気
を
つ
け
て
」
の

一
声
を
忘

れ
ず
に
か
け
る

マ
過
労
・
無
謀
運
転
の
防
止

・
海
や
山
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
は
余

裕
の
あ
る
計
画
を
立
て
、

過
労

運
転
は
絶
対
に
し
な
い

-
一
一輪
車
に
来
る
と
き
は
安
全

な
服
装
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し

く
か
ぶ
る
と
と
も
に
、
昼
間
も

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
安
全
迎
転
に

努
め
る

。
担
当

交
通
安
全
線

(内
線

6
4
0)
 

シンナ一等販売底

たばこ自動販売機
酒類 。
図{!}-ビデオク

テ レホンクラブ

カ ラオケスタ ジオ

出
張
相
談
窓
口
を

汗
少
年
相
談
室
で
は
、

出
張

相
談
窓
口
を
次
の
日
程
で
聞
き 事前研修会で

A'団
貝
原
裕
樹

(太
洋
中
2

年
)
、
藤
士
口
和
博

(浜
岳
中
2

年
)
、
村
野
華
子

(旭
陵
中
2

年
)
、
石
森
加
奈
子

(春
日
野

中
2
年
)
、
斉
藤
絵
美

(大
野

中
3
年
)
、
柏
木
市
美
(
金
田

中
3
年
)
、
小
川
朝
早
菜

(
浜

品
中
3
年
)
、
井
上
智
雄

(湘

南
町
1
年
)
、
原
田
正
雄

(鎌

倉
学
園
高
1
年
)
、
森
崎
文
子

(大
原
高
1
年
)、
宮
坂
恵
利
子

(平
塚
江
南
町
1
年
)、
鈴
木
雅

タ

(
湘
南
学
園
高
1
年
)
、
石

田
愛
子

(大
磯
高
1
年
)
、
二

階
堂
晴
代

(平
塚
江
南
高

2

年
)
、
小
山
紘
美

(
平
塚
江
南

町
2
年
)
、
田
溢
美
香

(平
塚

商
業
日

2
年
)
、
木
原
里
沙

(フ
ェ
リ
ス
女
学
院
高
2
年
)
、

北
野
奈
秘

(二
円尋問
3
年
)
、
内

海
洋
子

(平
塚
商
業
高
3
年
)、

衣
洞
徹
子

(不
二
聖
心
女
子
学

院
向
3
年
)

ま
す
。
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の

心
配
事
や
悩
み
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

O
日
程

・
会
場

マ
7
月
初
日
(火
)
大
野
公
民
館

マ
8
月
幻
日
(火
)金
自
公
民
館

マ
9
月
訂
日
(金
)
四
之
宮
公
民

館マ

m月
mm
H
(火
)横
内
公
民
館

マ
日
月
m
H
(木
)旭
南
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

加
分
か
ら
4
時
ま
で

。
問
い
合
わ
せ
先

背
少
年
相

談
室
宮
(泊
)
7
3
1
1

醐藷掴包鴻'~忍剖屈をあなたの声を広聴パトロール
. 取り級うもの

O丹 ~金曜日・・・住民民のTj:し、印

鑑笠録証明{1~、 戸絡 Jll'!' -抄本、

戸籍の附部、身分証明。、年金

現 況属証明、税務時証 明性、母

子健康手帳の交付、公共施般の

利用申し込みなど

0土 ・日曜日 ・祝日 (駅前市民窓

ロセ ンタ ー のみ) ・・・住 民認の写

し、印鑑笠録証 明告 、年金現況

届証明など

.開設場所

なで しこ、大野、 盛田、神田、

大神、城山 、 岡崎 、 金問、金目 、

土屋、 古・沢、 旭雨、 旭北 の 各公 民

館内、東海大学 湘南校舎同窓会館

内、およびMNピJレ10階 の 15か所

. 利用できる時間

午 前 9時 一午後 5時(土 ・日日程

日 ・祝 日 と12月29日- 1月 3日は

休み、ただ しMNピル10階の駅前

市民窓口セ ンターは毎月第 3日曜

日と12月29日- 1月 3日のみ休み)

市民のみなさんのご意見守コご要 望

などを個別にお聴きし、まちづくり

に反映させます。お気軽にご利用を。

吉 沢公民館

。7月31日(水)
午 後 2時 - 411寺

。8月7日(水)
午 後 7時 - 9時 fE回公 民館

市民課証明窓口係 (内線232)。 問い合わせ先
〈内線355)広報広聴課広聴担当。 問い合わせ先

23-1111 -35-1111 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号 (担当課名のご記入を)

-電話
-FAX 
-住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ



イベント情報

ベルマーレ平塚
vs横浜マリノス

7
月
初
日
は
潟
の
固
で
す

第579号

七
月
二
十
日
(
土
)
は
、
今
年

か
ら
国
民
の
祝
日
・
海
の
日
と

な
り
ま
し
た
。

市
の
施
設
で
休
館
と
な
る
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

ご
み
の
収
集
は
通
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

マ
休
館
す
る
施
設
・
・
・
行
少
年
会

館
、
勤
労
会
館
、
教
育
会
館

マ
7
月
却
日
は
開
館
し

n日
に

振
り
替
え
休
館
す
る
施
設
・
・
・
中

央
公
民
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
開
館
す
る
施
設
・
・
・
美
術
館
、

図
啓
館
、

地
区
公
民
館
、
子
ど

も
の
家
、
ぴ
わ
背
少
年
の
家
、

総
合
体
育
館
、
見
附
台
体
育
館

広報ひらつか回

※
博
物
館
は
開
館
し
ま
す
が
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
休
み
ま
す

※
福
祉
会
館
(
東
部

・
南
部
を

含
む
)
は
毎
月
第
3
土
臨
ロ
が

休
館
の
た
め
7
月
初
日
は
休
館

し
ま
す美

術
館
常
設
展

の
展
示
笛
え

美
術
館
で
は
、
常
設
展
示
の

展
示
特
え
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
に
は
、
岸
田
劉

生
や
前
向
鉄
五
郎
の
水
墨
画
を
始

め
、
安
回
収
彦
の
代
表
作
「
日

ぬ
岡

弘
醐
悶
悶
官

食
」
、
横
山
大
観
の
「
不
鑑
之

向
指
」
、
今
村
紫
紅
の
「
熱
国

之
巻
」
な
ど
、
日
本
画
の
作
品

が
多
く
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彫
刻
の
新
収
蔵
作
品

や
工
芸
の
作
品
、
最
近
寄
贈
さ

れ
た
絵
両
(
初
公
開
作
品
)
も

多
数
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

マ
美
術
館
宮

(お
)
2
1
1
1

な
っ
て
い
な
い
万
も
、
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

8
月
3
日
(
土
)

・
開
場
午
後
3
時
却
分

・
試
合
開
始
午
後
6
時
加
分

マ
入
場
料
金

-
S
S席

三
千
円

-
S
席

二
千
五
百
円

・
ブ
ロ
ッ
ク
指
定
席

二
千
円

・
自
由
席
大
人

一
千
円
、

子
供
五
百
円

マ
前
売
り
券
発
売
所

・
総
合
体
育
館
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
、
ラ
ス

ヵ
、
梅
出
、

J
A湘
南
各
支
所
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
(
市
内
6
庖

舗
)
、
ベ
ル
マ

1
レ
明
石
町
・

大
神
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
宮
(
お
)
0
1
0
2

き
ま
す
。
対
象
は
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
環
境
衛
生
業
務
課
(
内
線

2
3
9
)
に
お
申
し
込
み
を
。

マ
実
施
日

7
月
お
日
1
8月

却
日
の
聞
の
毎
週
木
曜
日

マ
時
間

午

後

2
時
1
3時

マ
会
場
環
境
衛
生
業
務
課

(
市
役
所
新
館
2
階
)

緑
化
標
語
を
募
集

市
民
の
木

「く
す
の
木
」
と

市
民
の
花

「な
で
し
こ
」
を
広

く
紹
介
で
き
る
さ
る
標
語
や
、

緑
化
を
進
め
、
緑
を
守
っ
て
い

く
意
識
を
高
め
る
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
資
格
は
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
で
、
締
め
切
り

は
九
月
九
H
(月
)
で
す
。

マ
応
募
規
定

①
1
人
1
点、

②
1
点
却
字
以
内

マ
応
募
方
法
は
が
き
に
住

平 E
和 T
を是
考息
え ま

よE
Q 

平
塚
市
に
は
、
昭
和
二
十
年

七
月
十
六
日
に
空
襲
を
受
け
、

市
街
地
の
戸
数
の
約
七
割
を
焼

失
す
る
と
い
ろ
悲
し
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
惨
禍
を
繰
り

返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
で

は
昭
和
六
十
年
に

「核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
、
以

来
平
和
を
願
、
つ
様
々
な
事
業
を

繰
な
仏
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
平
和
月
間
の
期
間

中
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
催

し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
平
塚
空
襲
の
日
市
民
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
:・
7
月
日
日
の
午
後
2

所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
と

学
年
ま
た
は
勤
務
先
と
年
齢
、

お
よ
び
屯
話
菅

Z記
入
し
て
、

み
ど
り
公
悶
謀
へ

マ
問
い
合
わ
せ
先
み
ど
り
公

園
課

(内
線
4
2
5)

土
砂
災
害
防
止
の

絵
画
・
作
文
を

土
砂
災
仙
台
か
ら
人
命
、
財
産

を
守
る
た
め
、
小
中
学
生
を
対

象
に
絵
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

マ
サ
イ
ズ
と
内
容
絵
画
と
ポ

ス
タ
ー
の
サ
イ
ズ
や
描
き
方
は

自
由
、
作
文
は
四
百
字
詰
め
原

稿
用
紙
5
枚
以
内
、
い
ず
れ
も

未
発
表
作
品
に
限
る

マ
応
募
方
法
絵
図

・
ポ
ス
タ

ー
は
画
用
紙
の
裏
、
作
文
は
原

稿
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
年
齢

を
記
入
し
て
、
各
小
中
学
校
ま

た
は
水
政
課
(
内
線
7
8
4)

に
提
出
す
る

マ
締
め
切
り

9
月
口
日
(火
)

時
1
4時
、
平
塚
駅
周
辺

マ
平
壕
大
空
襲
資
料
展
示
:・
7

月
四
日
ま
で
の
午
前
9
時
i
午

後
5
時
、
博
物
館

マ
「
平
和
の
本
」
特
集
展
示
:
・

7
月
時
日
1
8月
初
円
の
午
前

9
時
1
午
後
5
時
(
金
臨
日
は

午
後
7
時
)
、
空
央
・
北

・
西・

市
民
文
芸
「
夏
の

部
」
作
品
を
募
集

教
育
委
口
会
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
文
芸
活

動
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ

こ
う
と
市
民
文
芸
「
夏
の
部
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
す
べ
て
来
年
三

月
に
発
行
さ
れ
る
冊
子
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

マ
部
門
お
よ
び
題

・
俳
句
「
脊
水
」

・
「月
見

草
」、
通
じ
て
3
句
ま
で

・
短
歌

「瓦
の
雑
詠
・
そ
の

他
」、

2
首
ま
で

・
川
柳

「

港
」、
表
現
自
由
、

3
句
ま
で

・
詩
「
現
代
詩
」
、
題
は
自

由
、
八
百
字
程
度
、

1
編
ま
で

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

マ
応
募
婆
領
①
未
発
表
の
本

人
の
作
品
で
あ
る
こ
と
②
部

門
ご
と
に
別
の
は
が
き

(涛
は

原
稿
用
紙
)
を
使
う
こ
と

③

か
い
容
で
明
確
に
暫
く
こ
と

④
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

喬
号
は
は
が
き
の
表
(
詩
は
別

紙
)
に
啓
く
こ
と

⑤
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
勤
務
先

(学

校
)
名
を
普
く
こ
と

マ
締
め
切
り

7
月
白
日

(消

よ
問
図
件
館

マ
平
和
普
及
展
・
・
・
7
月
時
円
i

幻
自
の
午
前
8
時
却
分
t'
午
後

5
時
、
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

マ
広
島
長
崎
被
爆
写
真
展
・
・
・
8

月
1
円
1
9円
の
午
前
8
時
泊

分
i
午
後
5
時
、
市
役
所
市
民

ホ
l
ル

マ
平
和
灯
ろ
う
流
し
・・・
8
月
日

日
の
午
後
6
時
泊
分
1
8時、

金
円
川
観
守
備
下
の
河
川
胤

。
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課

(内
線
7
8
3)

印
宥
効
)

マ
応
募
先
社
会
教
育
醜

(〒

制
豊
原
町

2
l
n
・
内
線
6
6

1
)
 写

生
会
の
結
果

-
苅
婦
M
f
d・
4
J
J

いふゾ
ゴ一月
白圃一

一広
す
一一叫

JHr-

庫川れい同国

相
原
英
聴
君
の
作
品

五
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
蒸

気
機
関
車
写
生
会
の
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎

年
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
、

博
物
館
南
側
に
あ
る
D
臼
担
蒸

気
機
関
車
を
思
い
思
い
に
描
い

て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
百
九
十
八
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
中
央
公

民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
七
月

十
六
日
正
午
か
ら
十
九
日
午
後

三
時
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
特
選

(敬
称
略
)

勝
間
華

子

(5
歳
)
、
酒
井
悠
夢

(山

下
小
1
年
)
、
瀬
戸
輝
美

(八

幡
小
2
年
)
、
山
川
恵
梨
莱

(祭
器
小
3
年
)、
富
田
忠
旦
呑

(金
田
小
4
年
)
、
馬
応
愛
未

(
八
幡
小
5
年
)
、
相
原
英
聴

(
花
水
小
6
年
)

わが家の防災対策を確認(連載)

避難するときは電気を切って

ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ
開
催
の
ポ
ス
タ
ー

市
で
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
選
手
を
相
手
に
P
K
戦
に
挑
む

会
な
ど
と
共
催
で

「湘
南
ロ

l

親
子
P
K戦
、
ベ
ル
マ
l
レ
平

ズ
カ
ッ
プ
明
I
N平
塚
」
を

平

塚

の

O
B選
手
と
公
募
の
市
民

塚
競
技
場
で
開
催
し
ま
す
。

チ
ー
ム
が
対
戦
す
る
エ
キ
ジ
ピ

対
戦
カ
l
ド
は
、

平
塚
市
を
シ
ヨ
ン
マ
ッ
チ
な
ど
)
も
行
わ

ホ
l
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
J
リ
l

れ
ま
す
。

グ
チ
l
ム
・
ベ

ル
マ
l
レ
平

塚

サ

ボ

I
タ
1
の
み
な
さ
ん
は

対
昨
年
度
の
J
リ
l
グ
チ
ャ
ン
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
平
塚
競
技
場

ピ
オ
ン
横
浜
マ
リ
ノ
ス
。
市

民

で

J
リ
l
グ
の
試
合
を
ご
覧
に

の
み
な
さ
ん
に
プ
ロ
の
試
合
の

b
g
d
q
g
e雪
szzh

だ
い
ご
味
を
気
軽
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
、

2
、

入

場

料

金

は

ク

リ

ー

ン

サ

マ

I
ス

ク

ー

ル

通
常
の
試
合
よ
り
も
低
め
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
の
宿
題
や
自

ま
た
、
試
合
前
に
は
市
民
の
由
研
究
な
ど
の
お
手
伝
い
を
通

み
な
さ
ん
と
選
手
と
の
交
流
を
し
て
、
環
境
に
対
す
る
意
識
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
様
々
日
め
て
い
た
だ
こ
ろ
ノ
と

「
ク
リ

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(
プ
ロ
の

l
ン
サ
マ
l
ス
ク
ー
ル
」
を
開

議匂øæ~{D@)砲

阪神・淡路大震災では、電

気復旧後の「通電火災」が多

く発生しました。

災答時に自宅から避難する

ときは、イ吏用中のアイロンな

どの電気器具は必ずコンセン

トからプラグを抜き、アンペ

アブレーカ 一、i府m:ブレーカ

一、安全器を切りましょう。平成10年10月24日-29日
国体推進課 (内線152) 1J'fJ.1JftHT#}Il/.局管オS

か芯がわ・ゆめ国体平塚市実行委員会

神奈川県では国体推奨花を選定

しました。 どの花も国体開11担期間

中にIAィEし、みなさんに貌しまれている栽培

しやすいものばかり (16孤類)です。

.パンジー・ キンセンカ . ロベリア・デ ー

ジー・ アゲラタム.パーベナ・ ダリア.ペチ

ユニア・ベゴニア インパチェンス.マリ ー

ゴールド.サルピア ケイトゥ・ニチニチソ

ゥ・ コスモス.キク

あなたも身近なところから花づくりを始め

てみませんか

-担 当

防災課 (内線357)。 担当

市税主主どの納付は安心・確実 ・便利な口座振替を

ご利用ください。申し込み手続きは市内にl苫舗のあ

る金融機関(郵便局は除く)の本・支庖の窓口で簡単

にできます。お問い合わせは収納課(内線280)へ。

(第2期〉

〈第2期)
〈第4期)
〈第4期)

。固定資産税

。国民健康保険税

O国民年金保験料
。清掃し原従量手 数 料

今月納期の市税・手数料
7月31日(水)納期最終日



回

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
、
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
い
え
ば

効

率

的

な

平成8年7月15日

-毎週月 ~木曜日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

日8時30分-17時

。結婚相談毎週日曜日10時-15時

(第 3日曜日は除く)

。母子相談毎週月~金曜日 9時~

16時

。家庭児童相談

時-16時

。婦人相談 8月8日(木)10時-15時

。高齢者職業相談毎週月~金曜日

9時30分-16時

-毎週月~金曜日 9時-17時

。電話相談毎週月~土曜日 9時~

17時(第 2・第 4土曜日を除く)

毎週月~金曜日 9

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

「家
計
簿
」
に
あ
た
る
市
の
収
入
や
受
出
の
状
況
を
毎
年
二
回
、
六
月
と
十
二
月
に
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
七
年
度
一
般
会
計
予
算
の
平
成
八
年
三
月
末
日
現
在
の
状

況
を
中
山
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
公
表
を
遇
し
て
市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
市
政
運
芭
に
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
合
計
は
、

一
千
五
百
五
十
九

億
六
千
五
十
六
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
の
最

終
予
算
現
額
と
比
べ
る
と
四

・

七
%
の
減
と
な
り
ま
す
。

A
V特
別
会
計
は

競
輪
事
業
の
よ
う
に
特
別
な

事
業
を
行
、
つ
場
合
や
、
料
金
収

入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
な
ど
は
、
独
立
採
算
を

図
る
た
め

一
般
会
計
と
は
別
の

会
計
(
特
別
会
計
)
と
し
て
い
ま

す
。
平
塚
市
に
は
、
下
水
道
事

業
会
計
な
ど
九
つ
の
特
別
会
計

(
左
表
の
と
お
り
)
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
都
市
改
造
事
業
特
別

会
計
は
平
成
六
年
度
で
終
了
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
の

情
勢
は
、
高
齢
化
、
情
報
化
、

国
際
化
、
技
術
革
新
な
ど
が
急

速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る
期

待
や
要
望
も
、
こ
の
環
境
の
変

化
を
反
映
し
て
多
様
化
、
高
度

化
し
て
き
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
税
金
な
ど
で
成
り
立
つ
市
の

予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

張
気
が
低
迷
し
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
、
市
で
は
市
民
ニ
l
ズ

に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
行
財

政
の
効
率
化
、
事
務
事
業
の
見

直
し
、
行
政
改
革
の
推
進
な
ど

に
努
め
て
い
ま
す
。

-
予
算
総
額
は

平
成
七
年
度
予
算
の
全
会
計

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

n21-7639 

市民税や固定資産税などで

特別減 税の穴埋めなどに

市税

166，317円 (+5，733円)

市債

52，799円 (-5.499円)

。専門(法律、金融、住宅、保健医

療)相談 9月12日(木)13時30分

-15時30分(予約制)

。生活支援相談毎週月~金曜日8

時30分-171時

。ボランティア相談 毎週月~金曜

もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

-毎週月・木曜日10時-16時

告 33-2333

福祉会館

防災対策、消 防や救急の運営などに

老人や隙答者の稲祉、 保 育園の
i塞営などに

民生費

61，996円 (+11.104円)

消防費

11，775円 (+1，011円)

集

※ 予Z:):現額に対 して収入済額と支出済額が100%になっていないのは未収入や未払い分

があるた め で 、 こ れらは5月31日までの出納整理期間中に旋現されています。 なお、

金額は千円単位で四捨五入しています。

支 出演 額

666倦 5，702万 円

666f意1，407万円

341符(6，806万円

100億 5，973万円

104位、 399万円

3依 6，180万円

7.725万 円

5.721万円

2.078万円

8億 672)]円

106tiJ:5.853万円

1，332億九109万 円

毎週月~金曜日 9時

毎週金曜日 9時~

毎週月~金曜日 9

。青少年相談

-16時

。悩みごとは「ヤングテ レホンJ
H33-7830 

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日はl3時-18時30分)

特

青少年相談室
(市民センター2階)

包 34-7311

ごみの処理、医療の充笑などに
(火葬場準備終了のため減少〉

収 入済額

692億 1，121万 円

676億 2，490万 円

352低 7.027万円

111億 4.738万円

88位 4.207万円

7億 3.339万円

7.338万円

6.316万円

2.415万円

8億 672万円

106依 6.438万円

1，368億 3，611万 円

衛生費

32，789円 (-3.661円)

道路や公闘の整備に

土木費

75，627円 (+663円)

予貨の執行状況 (平成 8年 3月末日現在)

16時

。手話案内相談

12時30分

。一般市民相談

時-16時

予算現額

810億 2，971万 円

749億 3，085万円

350俄1.213万円

119依 6.341万円

140依 2，803万円

121蕊6.339万円

8.708万円

6.283万円

2，467万円

8依 672万円

116億 8.259万円

1，559億 6，056万円

。人権法律相談・行政相談 7月16

日(火)、 8月6日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日13時~

16時(予約制)

0登記 ・供託・測量相談

(金)13時-16時

。住宅(新 ・改築)相談 7月16日

(火)、 8月20日(火)13時-16時

。発明 ・考案 ・特許相談 8月5日

(月)10時-15時

。労働相談 8月8日(木)13時-16

時

。下請け取り引き巡回あっ旋相談

7月18日(木)、 8月15日(木)13時

30分-16時

く〉年金・社会保険 ・労災相談

13日(火)10時-15時

。健康相談 8月19日(月)9時30分

-ll時30分(予約制)

。消費生活相談毎週金曜日 9時~

8月

8月9日

市民相談室
(市役所 1階)

n23-1111内線293

学 校 ・図的:館・公民館の運営、

生 涯学習の推進などに

市民1人当たり
の

教育費

36，690円 (-651円)

会計別

一 般会計

特 別会 計(小計)

競輪事業

国民健康保険事業

下水道事業

都市施 設 用 地 取 得 事業

食肉センタ ー

交通災害共済事業

水産物地方卸 売市場事業

総合 公園用地取得事業

老人保健医療事業
..0.. 告壬.... 

ロ ロ'

平成ア年度



集特

平
成
七
年
度
の
一
般
会
計
予

算
三
月
末
日
現
在
の
総
額
(
予

算
現
額
)
は
、
図
面
表
の
と
お

り
八
百
十
億
二
千
九
百
七
十

一

万
円
で
、
前
年
に
比
べ

ニ

・

五
%
の
噌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
、
性
質
別
歳
出
は
下
の

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

第579号

重冨罫霞霊言言冨震霊軍事竃霊霊童

広報ひらつか回

編

入

の

状

況

は

平
塚
市
の
自
主
財
源
比
率
は

全
国
的
に
み
て
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
り
ま
す
が
、
平
成
七
年
度
は

前
年
に
比
べ

一
・
六
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
七
三
・
九
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

。
市
税

市
民
税
と
固
定
資
産
税
で
市

税
金
体
の
約
九
O

%
を
占
め
て

い
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
、
平

成
五
年
度
か
ら
連
続
し
て
前
年

度
決
算
舶
を
下
阿
っ
て
い
ま
し

た
が
、
個
人
消
費
の
伸
び
な
ど

を
反
映
し
、
平
成
七
年
度
は
前

年
度
を
上
回
り
、
市
税
の
減
収

傾
向
は

「ほ
ぽ
底
を
打
っ
た
」

状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。(横=年 .平成)

市税の推移
・(

44↓縦
I 11 
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市
有
財
産
の
状
況

一
入
年
三
月
末
日
の
市
有

財
産
は
六
千
二
百
七
十
六
億
六

千
三
百
九
十
五
万
九
千
円
で
、

前
回

(平
成
七
年
九
月
末
日
)

の
公
表
価
格
に
比
べ
二
庁
五
十

六
億
六
千
五
百
間
十
問
万
六
千

お
こ
と
わ
り

「市
民
の

h

こ
は
お
休
み
し

ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

こ
ろ
の
成
長

A
君
は
小
学
校
六
年
生
。
登
校
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
相
談
に
み
え
ま
し
た
。
A
君
は
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
い
い
子
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

一
週
間
に

一

度、

A
氾
と
の
面
接
が
始
ま
り
ま
し
た
。

A
君
は
毎
回
絵
を
怖
い
て
持
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
初
め
は
小
さ
な
男
の
子
の
絵
で
し

た
。
絵
に
は
、
描
い
た
人
の
こ
こ
ろ
の
状
態
が

表
現
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

見
し
っ

か
り
し
た
A
京
の
内
面
は
、
小
さ
な
男
の
子
と

同
じ
く
ら
い
幼
い
も
の
で
し
た
。

A
君
と
の
而
接
は
、

主
に
絵
に
つ
い
て
の
話

ιー

し
合
い
と
い
う
形
で
続
い
て
い
き
ま
し
た
。
話

を
し
て
い
る
時
の
A
況
は
と
て
も
生
き
生
き
し

て
い
ま
し
た
。
捌
い
て
く
る
絵
の
ぷ
怖
も
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
き
て
、

A
君
の
年

齢
と
同
じ
く
ら
い
の
男
の
子
の
絵
を
描
く
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。
A
君
の
こ
こ
ろ
も
こ
の
絵

の
男
の
子
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
成
長
し
て

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一

年
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ

に
は
、
学
校
へ
も
少
し
ず
つ
登
校
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
友
達
も
精
神
的

に
成
長
し
て
き
で
、
仲
間
と
の
話
題
も
好
き
な

女
の
子
の
話
な
ど
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
巾
で
、
今
ま
で
は
し
っ
か
り
者
で
何
で
も
先

に
山
米
て
し
ま
っ
タ
イ
プ
の
A
打
に
と
っ
て
は
、

急
に
友
述
が
大
人
に
見
え
て
、
白
れ
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

一
時

的
に
学
校
を
休
ん
で
、
自
分
の
こ
こ
ろ
の
成
長

の
た
め
に
時
間
を
使
、
?
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

A
君
は
大
好
き
な
絵
を
過
し
て
、
自
分
を
表
現

し
、
成
長
し
て
い

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

a-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
応
部
小
学
校
北
側
宮

(訪
)
6
0
1
3

献
血
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

傷
事
色
四
百
四
百

es目
別

ヘ
Jρ
ヅ

献
血
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
項
目
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
献

血
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
受

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

献
血
を
行
っ
て
い
る
血
液

セ
ン
タ
ー

(厚
木
市
愛
甲
な

ど
)
で
は
、
献
血
を
受
け
た

万
の
健
康
行
理
に
役
立
て
て

い
た
だ
こ
う
と

「血
液
検
査

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
肝
機
能

(
V
1

G
P
T)
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
仙
な
ど
の
生
化
学
検
特
を

行
い
、
そ
の
結
決
を
献
胤
後

。
諸
収
入

祐
収
入
金
体
の
お
よ
そ
半
分

は
競
輪
事
業
に
よ
る
収
入
が
し
r
H

め
て
い
ま
す
が
、
日
以
気
の
状
態

を
反
映
し
て
減
少
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

。
市
債

学
校
や
道
路
、
公
開
の
準
備

な
ど
で

一
時
的
に
多
く
の
資
金

が
必
袈
な
と
き
に
回
や
銀
行
か

ら
市
が
借
り
入
れ
る
お
金
、
つ

ま
り

「市
の
借
金
」
の
こ
と
で

す
。

バ
ブ
ル

崩

壊

後

の

景

気

の

低

施

設

の

建

設

費

用

な

ど

を

現

迷

や

住

民

税

の

特

別

減

税

に

よ

在

の

市

民

の

み

な

さ

ん

の

負

担

る

税

収

の

減

少

、

さ

ら

に

競

輪

で

一
度
に
払
う
こ
と
は
、
財
源

収

入

の

減

少

な

ど

に

よ

り

、

全

を

確

保

す

る

面

か

ら

も

困

難

で

休

と

し

て

歳

入

の

状

況

は

大

変

す

。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
こ

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
か
ら
施
設
を
利
用
し
て
い
く

O
自
主
財
源
と
依
存
財
源

「

将

来

の

市

民

の

み

な

さ

ん

」
に

自

主

財

源

と

は

、

市

が

自

ら

も

費

用

を

公

平

に

負

担

し

て

い

絡

め

る

こ

と

が

で

き

る

財

源

の

た

だ

く

た

め

、

資

金

の

一
部
を

こ
と
で
す
。
使

い

道

が

特

定

さ

借

り

入

れ

て

い

ま

す

。

れ
な
い
の
で
、
政
策
的
な
警
に

平
成
七
年
度
は、

一
般

会

計

鰻

出

の

状

況

ま

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

で

は

投

資

的

経

世

お

よ

び

特

別

'

の

独

自

性

を

出

し

て

、

個

性

的

減

税

に

よ

る

市

税

不

足

分

の

穴

人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費

で

魅

力

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

進

埋

め

の

た

め

七

十

七

億

六

千

七

を

合

わ

せ

た

も

の

は

義

務

的

経

め
る
た
め
に
は
、
こ
の
自
主
財

百
二
十
万
円
を
、
特
別
会
計
で
費
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一

般
的
に

源
を
地
や
す
こ
と
が
庭
裂
で
す
。

は
公
共
下
水
道
4
業
な
ど
に
五
こ
の
続
貨
が
少
な
い
ほ
ど
行
政

円
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建
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場
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弥
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水
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税
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縫

処

助
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築

人
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口

門
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チ
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複

ス

託
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扶
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v

事

従

業

ル

獲

，v

事

改

滋

断

業

金

金

引

一

く

等

ピ

委

最

く

策

く

務

経

費

事

デ

地

〈

修

新

ン

診

事

(

業

(

備

ピ

わ

館

一

所

物

づ

対

わ

調

策

経

備

モ

団

駅

改

ル

コ

箆

υ
備

栄

一

玄

米

整

か

剰

投

サ

入

楽

器

祉

環

用

対

策

整

(

勢

環

舎

一

ソ

耐

業

整

事

備

事

図

つ

出

布

イ

設

廃

業

に

干

奇

利

融

対

合

備

工

ヒ

校

プ

パ

舎

火

事

路

備

整

得

公

ら

も

福

デ

施

般

事

法

者

創

・

金

融

総

監

油

引

校

校

育

校

，一

道

街

整

路

取

山

ひ

田
社

一

院

議

弱

・
備

業

金

境

合

£

・
学

学

教

校

伊

水

一円

路

道

地

塚

市

E
雨

万

稲

原

病

保

津

E
務

企

者

環

総

来

事

小

小

用

学

問

下

計

近

い

用

大

湘

働

側

側

臥

雌

問

団

側

…

明

納

付

附

似

似

一開

制
柳
川
…
蛾

川

淵

仙
川
抑
制
伊
切
れ
一
伽

十
六
億
二
千
二
十
万
円
を
借
り
運
営
の
脚
力
性
が
あ
る
と
い
わ
円
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
れ
ま
す
。

平

成
八
年
三
月
末
日
現
在
で
土

債
の
総
額
は
百
三
十
三
億

八

千

平

成

七

年

度

の

義

務

的

経

費

地

・
建
物
評
価
額
の
改
定
を
行

七
行
問
十
万
円
と
な
り
、
前
年
は
=一
九

・
二
%
で
、
前
年
度
と

っ
た
た
め
で
、
実
質
的
に
は
五

位
比
で
十
阿
倍
冗
百
八
卜
万
円
比
較
す
る
と
0
・
八
ポ
イ
ン
ト
十
二
位
向
千
百
問
ト
七
万
三
千

余
り
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

地
加
し
、
や
や
硯
抗
化
す
る
傾
円
の
川
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

向
に
あ
り
ま
す
。

各
財
産
別
の
主
な
内
容
は
次

O
投
資
的
経
費

の

と

お

り

で

す

。

施
設
な
ど

「
も
の
」

と
し
て

O
土
地

立
野
町
北
公
園
用
地

残
る
出
資
で
、
道
路
や
住
宅
の
な
ど
の
取
得
に
伴
う
増
、
お
よ

建
設
、
学
校
や
公
開
の
強
備
な
び
代
将
地
や
用
途
廃
止
に
よ
る

ど
普
通
建
設
事
業
に
か
か
る
経
旧
道
路
放
き
の
売
り
払
い
な
ど

貨
の
こ
と
。

に
伴
う
減
に
よ
り
、
必
し
引
き

O
消
費
的
経
費

二
十
一
億
五
千
万
円
余
り
の
明
。

人
件
費
や
物
件
費
な
ど

「も

O
建
物
消
防
団
第
叩
分
団
庁

の
」
と
な
っ
て
残
ら
な
い
出
資
舎
、
南
部
福
祉
会
館
な
ど
の
新

の
こ
と
。

築
に
伴
、
つ
増
と
、
消
防
団
第
目

。
物
件
貨
物
品
購
入
資
や
委
分
間
庁
舎
の
焼
失
な
ど
に
伴
、
っ

託
料
な
ど
の
こ
と
。

減
で
、
差
し
引
き
三
卜
億
五
千

O
扶
助
資
生
活
保
護
法
、
児
七
百
万
円
余
り
の
増
。

童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
な
ど

O
有
価
証
券
動
き
な
し
。

に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
資
用
。
基
金
競
輪
卒
業
基
金

・
み

な

ど

の

こ

と

。

ど

り

基

金

・

文

化

振

興

基

金

に

O
公
債
費
市
偵
の
返

済

に

充

新

規

和
み
立
て
を
行
う
な
ど
、

て
ら
れ
る
経
質
の
こ
と
。

悲
金

(現
金
)
全
体
で
は
六
億

七
千
二十
円
万
円
余
り
の
増
。
ま

た
、
悲
金

(土
地
)
は
六
億
三

千
七
百
万
円
余
り
の
滅
。

二
週
間
ほ
ど
で
本
人
あ
て
に

通
知
す
る
も
の
で
す
。
定
期

的
に
献
胤
し
て
い
た
だ
く
と
、

そ
の
都
度
貴
重
な
デ
1
タ
が

得
ら
れ
、
ご
自
分
の
健
康
状

態
の
バ
ロ
メ
ー
タ
と
し
て
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

さ
ら
に
問
百
J
M
の
献
血

や
成
分
献
血
を
し
た
方
に
は

赤
血
球
数
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

の
盆
の
測
定
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
か
ら
貧
血
の
有
無
や

原
因
な
ど
を
判
断
す
る
手
が

か
り
が
特
ら
れ
ま
す
。

献
血
で
得
ら
れ
た
血
液
は
、

安
全
に
輸
血
さ
れ
る
よ
う
厳

し
い
検
査
が
行
わ
れ
、
よ
り

安
全
な
蜘
液
の
舵
保
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
肝
炎
や
エ
イ

ズ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
も
検
査
さ
れ
て
い
る
の
で
、

安
全
性
に
不
安
の
あ
る
血
液

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
気
嵯
に
献
胤
を
受
け
て

い
た
だ
く
た
め
、

「街
頭
献

血
」
を
紅
谷
パ

l
ル
ロ

1
ド

な
ど
で
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
程
は
毎
月
「
広
報
ひ

ら
つ
か
」

一
日間

σに
掲
載
し

て
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
成
分
献
凪
は
血
液

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
い

ま
す
。

-
健
康
課
宮
(お
)
1
1
1
1

(内
線
6
6
7)

みなさんの家庭から出されている「燃せるとみjを調べてみると、中身の約半
分は水分となっています。水分の多いごみの処理には、運搬や焼却に余計な経費
がかかります。特に毎年7月、 8月は、水分を含んだ生ごみが多く出されます。

ごみを出す前に 「もうひとしぼりJ水分を切り、ごみ減量にご協力ください。

生ごみの水切りを~ごみの半分は水分です~
環境衛生業務課(内線239)担当
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